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昨年１１月からスタートした「身近
な公園で軽く体操しませんか」。皆
さんの口コミのおかげで参加者が増
えてきました。１月、２月はお休み、
３月から再開します！またお会いで
きる日を楽しみに、新年もお元気で
お過ごしください。（月曜～金曜、曜
日ごとに違う公園、祝日もやります、
時間は午前９時～９時３０分）

令
和
５
年

　

あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

月曜日：さいど公園（倉見）

火曜日：信玄芝原公園（宮山）

木曜日：一之宮公園（一之宮）

水曜日：越公園（岡田）

金曜日：矢島公園（田端）

どなたでも 気軽に ご参加ください

公園での体操は 開放感抜群 気持ちいいですよ
☂

雨天中止
☃

寒さの状況によりお休みします
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福祉有償運送のご紹介
　寒川町社協ボランティアセンターは、ボランティア活動の推進、支援などを目的として、ボラ
ンティアコーディネーターがボランティア活動に関する相談に応じています。ここでは、ボランティ
アの力がなくては成り立たない事業の一つ、【福祉有償運送】をご紹介します。

　

移
動
、
外
出
が
困
難
で
公
共

交
通
機
関
を
利
用
す
る
こ
と
が
難

し
い
人
が
病
院
や
福
祉
施
設
、
養

護
学
校
へ
行
く
際
に
、
車
で
の
送

迎
（
有
料
）
を
行
い
ま
す
。
ご
利

用
に
は
身
体
的
状
況
等
の
条
件
が

あ
り
ま
す
。
こ
の
事
業
の
運
転
の

担
い
手
は
、
認
定
運
転
者
講
習
を

受
け
た
地
域
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の

方
々
で
す
。

　

寒
川
町
の
皆
さ
ん
が
、
暮
ら
し

の
中
で
「
お
互
い
様
、
お
気
兼
ね

な
く
」
と
い
う
気
持
ち
が
広
が
り
、

支
え
合
っ
て
い
け
る
こ
と
は
、
こ

れ
か
ら
の
地
域
の
中
で
と
て
も
大

事
な
こ
と
で
す
。
今
回
の
特
集
で

も
あ
る
福
祉
有
償
運
送
は
そ
ん
な

気
持
ち
を
形
に
し
た
事
業
の
一
つ

で
す
。

　

高
齢
や
障
が
い
な
ど
、
様
々
な

理
由
で
気
軽
に
移
動
が
で
き
な
い

方
に
と
っ
て
は
、
通
院
手
段
の
不

安
が
な
く
な
る
こ
と
が
安
心
し
て

治
療
に
専
念
で
き
る
こ
と
に
つ
な

が
り
ま
す
。
そ
の
一
翼
を
担
っ
て

い
る
の
が
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
の
送

迎
で
す
。

　

週
１
回
、
月
1
回
の
活
動
で
も

大
丈
夫
で
す
。
車
の
運
転
が
好
き

な
方
、
ぜ
ひ
運
転
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

と
し
て
活
動
し
て
み
ま
せ
ん
か
？

寒川町でボランティア活動をしませんか？

福祉有償運送とはささえあいの地域づくり・地域福祉に参加する

特集！

国土交通大臣認定
福祉有償運送運転者講習会のご案内
寒川町社会福祉協議会では、体の不自由な方や障がいのある方の送迎をしてい
ただけるボランティアを募集しています。

運転ボランティアを大募集しています！
運転手として活動していただくためには、この講習を受けていただく必要があります。

認定運転者講習開催日：1月２８日(土曜日)
時　間：	午前９時～午後６時
場　所：	寒川町健康管理センター
持ち物：	運転免許証、筆記用具、昼食

主催：NPO 法人かながわ福祉移動サービスネットワーク
※ 寒川町社協のボランティアとして活動していただける方は、受講料はかかりません。
※ 寒川町社協での運転ボランティアの新規登録は 72 歳までとさせていただいています。
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身体的な介助はありません

運転ボランティア
原 光雄 さん

　

母
の
介
護
や
大
学
病
院
で
の

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
経
験
か
ら
、
移

動
に
制
限
が
あ
る
方
の
送
迎
に

興
味
を
持
ち
、
運
転
者
講
習
を

受
講
し
ま
し
た
。

　

車
い
す
の
方
を
乗
せ
て
の
運

転
は
気
を
遣
う
こ
と
も
あ
り
ま

す
が
、
病
院
の
帰
り
道
に
車
に

揺
ら
れ
て
ウ
ト
ウ
ト
さ
れ
て
い

る
の
を
見
た
と
き
に
は
、
私
を

信
頼
し
身
を
委
ね
て
く
だ
さ
っ

て
い
る
の
だ
と
嬉
し
く
な
り
ま

し
た
。

　

運
転
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
は
、
車

を
通
し
て
地
域
に
貢
献
で
き
る

活
動
だ
と
思
い
ま
す
。
こ
の
機

会
に
講
習
を
受
け
ら
れ
て
は
い

か
が
で
す
か
？

社協の車両で送迎します
普通車が２台、リフト車※が２台あります
※リフト車…車イスのまま乗れる車のこと

運転ボランティアの方にお話を伺いました

活動の流れ  ～運転ボランティアの活動の流れを追ってみました！～

社協にて健康チェック後カギと日報を受けとります

終わったら
ご利用者宅へ送ります

約束の時間にご利用者宅へ

帰着
お疲れさまでした！

出発

目的地へ到着

社協に戻り、カギと日報を
返却して終了です



新
年
の
ご
挨
拶

　
謹
ん
で
新
年
の
ご
挨
拶
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　

昨
年
も
新
型
コ
ロ
ナ
に
振
り
回
さ
れ
た
一
年
で

し
た
が
二
月
に
勃
発
し
た
不
条
理
な
戦
争
は
世
界

を
震
撼
さ
せ
、
小
麦
の
出
荷
制
限
や
石
油
・
ガ
ス

製
品
ま
で
経
済
的
武
器
と
し
た
こ
と
で
関
連
す
る

多
く
の
生
活
用
品
が
想
像
を
絶
す
る
勢
い
で
高
騰

し
ま
し
た
。
コ
ロ
ナ
禍
で
職
を
失
い
ま
た
諸
物
価

が
値
上
が
り
す
る
中
で
、
私
た
ち
は
多
く
の
町
民

の
ご
支
援
に
よ
り
、
今き

ょ

う日
の
食
事
に
も
不
自
由
に

さ
れ
て
い
る
生
活
困
窮
者
に
手
を
差
し
伸
べ
て
き

ま
し
た
。

　

住
民
の
生
活
課
題
が
多
様
化
・
複
雑
化
す
る
中

で
地
域
共
生
社
会
実
現
と
包
括
的
支
援
体
制
構
築

の
必
要
性
が
言
わ
れ
て
お
り
、
今
年
は
こ
の
事
業

を
推
進
す
る
た
め
の
整
備
事
業
に
取
り
組
ん
で
参

り
ま
す
。
皆
様
の
倍
旧
の
ご
支
援
を
お
願
い
し
ま

す
。

　

今
年
の
干
支
は
「
癸み

ず
の
と
う卯
」
で
「
癸
」
は
種
子
が

育
ち
春
間
近
で
萌
え
出い

づ

る
、「
卯
」（
う
さ
ぎ
）
は

多
産
で
成
長
が
早
く
繁
栄
の
象
徴
を
意
味
し
癸
卯

は
大
き
く
飛
躍
し
一
気
に
好
転
し
始
め
る
年
の
よ

う
で
す
。
一
日
も
早
く
コ
ロ
ナ
の
終
息
と
戦
争
が

終
結
し
て
住
民
の
皆
様
に
平
穏
な
日
々
が
来
る
こ

と
を
願
っ
て
や
み
ま
せ
ん
。

社
会
福
祉
法
人

寒
川
町
社
会
福
祉
協
議
会

会
長
　
髙
橋
　
伸
隆
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次
の
方
々
よ
り
、
町
社
協
へ

金
品
の
ご
寄
附
を
い
た
だ
き
ま

し
た
。
地
域
福
祉
推
進
の
た
め

に
役
立
た
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

金
員 

合
計 

6
２
，
０
０
０
円

物
品	

タ
オ
ル

個
人	

匿
名
２
件

団
体	

寒
川
キ
リ
ス
ト
教
会

	

さ
む
か
わ
白
ゆ
り
会

	

中
瀬
書
道
サ
ー
ク
ル

～
敬
称
は
略
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
～

「
フ
ー
ド
バ
ン
ク
さ
む
か
わ
」
へ
の
、
た

く
さ
ん
の
ご
支
援
ご
協
力
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
す
。
必
要
と
さ
れ
て
い
る
方
々

へ
届
け
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

〈
食
品
寄
附
延
べ
79
件
〉

たくさんの
ご寄附、ありがとう

ございます 令和４年９月１３日～
令和４年１２月１５日

理
事
会
・
評
議
員
会
の
審
議
結
果

○	
社
会
福
祉
功
労
者
の
顕
彰

○	

令
和
４
年
度
収
入
支
出
補
正
予
算
(第
１
号
）

○	

職
員
給
与
規
程
の
一
部
改
正

○	

契
約
職
員
就
業
規
程
の
制
定

○	

決
議
の
省
略
に
よ
る
第
２
回
評
議
員
会
の
開
催

○	

地
域
福
祉
活
動
推
進
団
体
登
録
制
度
実
施
要
綱
の
一
部
改
正

○	

年
末
た
す
け
あ
い
募
金
の
配
分

○	

第
39
回
福
祉
大
会

開
催
日

理
事
会
　
令
和
４
年
10
月
14
日

評
議
員
会
　
令
和
４
年
11
月
18
日
〈
書
面
決
議
〉

※
以
上
、
審
議
・
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

　

町
社
協
の
役
員
を
構
成
す
る
団
体
の
１
つ

に
「
社
会
福
祉
施
設
」
が
あ
り
ま
す
。
現
在
、

町
内
の
大
蔵
に
あ
る
「
養
護
老
人
ホ
ー
ム
湘

風
園
（
以
下
、
園
。）」
か
ら
１
名
、
町
社
協

へ
参
画
し
理
事
会
を
は
じ
め
地
域
福
祉
部
会

で
の
議
案
の
協
議
な
ど
、
町
社
協
の
執
行
機

関
で
あ
る
理
事
と
し
て
の
活
動
に
ご
協
力
い

た
だ
い
て
い
ま
す
。

　

地
域
福
祉
は
地
域
住
民
す
べ
て
が
対
象
な

の
で
、
入
所
施
設
で
生
活
さ
れ
て
い
る
方
と

の
関
わ
り
も
含
ま
れ
ま
す
。
例
え
ば
、
園
で

は
長
年
、
レ
ク
や
洗
濯
物
た
た
み
の
手
伝
い

な
ど
、
様
々
な
活
動
内
容
で
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
を
受
け
入
れ
る
こ
と
で
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

が
施
設
内
に
運
ん
で
く
る
外
の
風
を
重
視
し

な
が
ら
、
利
用
者
の
よ
り
良
い
暮
ら
し
を
探

求
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
共
同
募
金
運
動
に

取
り
組
ん
だ
り
、
以
前
は
町
内
の
ひ
と
り
暮

ら
し
高
齢
者
を
園
に
招
い
て
利
用
者
の
方
と

一
緒
に
ひ
な
ま
つ
り
の
お
祝
い
を
し
て
い
ま

し
た
。
そ
の
よ
う
な
形
で
、
園
の
中
で
、
利

用
者
と
利
用
者
で
は
な
い
住
民
が
一
緒
に
過

ご
し
交
流
す
る
、
施
設
な
ら
で
は
の
地
域
福

祉
が
展
開
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

住
ま
い
の
場
所
は
ど
こ
で
あ
っ
て
も
、
寒

川
町
の
住
民
み
ん
な
で
関
わ
る
地
域
福
祉
の

た
め
に
、
施
設
の
視
点
で
町
社
協
に
参
画
い

た
だ
け
る
役
員
の
役
割
が
あ
り
ま
す
。

町
社
協
は
協
議
体

多
様
な
視
点
で 

福
祉
の
ま
ち
づ
く
り
を

　
社
会
福
祉
施
設

第 6 回
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1	

表
彰

◇	

社
会
福
祉
功
労
者

　

泉
新
蔵

◇	

在
宅
高
齢
者
介
護
者

　

黛
万
千
子
、
山
内
享
子
、
萩
原
マ
サ
子

2	

感
謝

◇	

多
額
寄
附
者

　

河
西
工
業
福
祉
協
議
会
、

	

茅
ヶ
崎
遊
技
場
組
合
、
中
瀬
書
道
サ
ー
ク
ル

3	

神
奈
川
県
社
会
福
祉
協
議
会

会
長
表
彰
・
感
謝（
伝
達
）

◇	

表
彰	

	

内
田
智
也
、
鈴
木
利
美
、
高
野
将
樹
、

	

栗
田
和
江
、
竹
内
賢
太
郎

◇	

感
謝

	

庭
野
珠
樹
、
三
留
当
美
代
、
森
井
順
子
、

	

楠
原
恵
美
、
千
葉
郁
美
、
川
口
里
美
、

	

坂
巻
あ
ゆ
み
、
袖
山
直
子

4	

神
奈
川
県
共
同
募
金
会
会
長
感
謝
（
伝
達
）

	

熊
山
一
利
、
大
國
一
郎
、
露
木
武
光

5	

福
祉
作
文
優
秀
作
品

◇	

小
学
生
の
部

　
	

苅
込
千
弥
、
小
島
凛
久
、
寺
久
保
睦
月
、

	
内
藤
奏
汰
、
古
屋
柚
季
、
米
沢
守
人
、

	
白
水
り
の
ん
、
井
上
総
一
郎
、
大
木
望
愛
、

	
平
井
悠
真
、
木
元
琉
麗
奈
、
安
藤
結
菜
、

	

加
藤
麗
那
、
齋
藤
優
里
、
山
本
彩
葉

◇	

中
学
生
の
部

	

櫻
井
亮
太
、千
野
日
向
、鳥
海
美
優
、葭
田
優
花
、

甲
斐
莉
杏
、齋
藤
真
奈
、鶴
見
篤
季
、服
部
圭
吾
、

井
澤
瑛
光
香
、
伊
藤
叶
莉
、
太
田
ノ
エ
ル
、

	

滝
沢
咲
菜
、鶴
岡
湊
人
、中
井
湧
心
、中
島
心
寧
、

	

中
島
栞
里
、増
渕
汐
珠
、宮
永
遥
夏
、森
村
美
月
、

谷
澤
友
良

　

昨
年
12
月
３
日
（
土
）
に
福
祉
大
会
を
町
健

康
管
理
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
開
催
し
ま
し
た
。
前

回
同
様
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
防
止

の
観
点
か
ら
、
参
加
者
を
受
賞
者
並
び
に
本
会

役
職
員
に
限
定
し
て
の
開
催
と
な
り
ま
し
た
が
、

日
頃
か
ら
地
域
福
祉
活
動
に
貢
献
さ
れ
て
い
る

方
へ々
本
会
か
ら
感
謝
を
伝
え
る
場
と
な
り
ま
し

た
。

　

ま
た
、
福
祉
作
文 

優
秀
作
品
※
の
発
表
を
行

い
、
子
ど
も
た
ち
の
作
文
に
会
場
は
感
動
に
包

ま
れ
ま
し
た
。

　

受
賞
さ
れ
た
方
々
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

※
12
面
に
掲
載

第
39
回
寒
川
町
社
会
福
祉
協
議
会

福
祉
大
会（

順
不
同
・
敬
称
略
）

社
会
福
祉
功
労
者
の
表
彰
・
感
謝

成
年
後
見
講
座
を開催

し
ま
し
た

　

町
社
協
で
は
毎
年
、
成
年
後
見
制
度
の
基

礎
を
学
ぶ
講
座
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

　

今
年
度
は
、
み
な
と
横
浜
法
律
事
務
所

内
嶋
順
一
弁
護
士
を
講
師
に
お
迎
え
し
、「
初

め
て
で
も
よ
く
わ
か
る
、
基
本
か
ら
学
ぶ
成

年
後
見
制
度
」
と
い
う
テ
ー
マ
で
開
催
し
ま

し
た
。
コ
ロ
ナ
禍
で
３
年
ぶ
り
の
対
面
開
催

と
な
る
な
か
、
17
名
の
方
が
参
加
さ
れ
ま
し

た
。

　

成
年
後
見
人
の
職
務
内
容
や
、
申
立
て
の

流
れ
、
か
か
る
費
用
な
ど
、
具
体
的
な
事
例

も
交
え
な
が
ら
ご
説
明
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

　

ま
す
ま
す
ニ
ー
ズ
の
高
ま
る
成
年
後
見
制

度
に
つ
い
て
、
よ
り
多
く
の
方
に
制
度
を
知
っ

て
も
ら
い
、
必
要
な
方
が
適
切
に
制
度
を
利

用
で
き
る
よ
う
に
な
る
こ
と
を
目
指
し
、
次

年
度
以
降
も
講
座
を
開
催
し
て
い
き
ま
す
。

　

制
度
の
利
用
に

つ
い
て
個
別
の
ご

相
談
は
、
毎
月
第

一
金
曜
日
に
専
門

職
に
よ
る
成
年
後

見
相
談
を
実
施
し

て
い
ま
す
の
で
ぜ

ひ
ご
利
用
く
だ
さ

い
。

　

詳
し
く
は
11
面

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

10
月
29
日
（
土
）



ご参加ください　ご利用ください
催し物・相談等のご案内です

～紙面に掲載したイベント等は、新型コロナウイルスの影響により、中止や延期となる場合があります～

連絡先の記載が無い場合は、町社協へ　☎︎０４６７（７４）７６２１　平日 午前8時30分〜午後5時15分
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ご自身の健康維持や地域での活躍を応援！
シニアげんきポイント事業説明会

　町内の高齢者施設でお手伝いをしてみません
か。活動に応じ、町の共通商品券に交換できるポ
イントがもらえます。介護の専門的な知識や技術は
必要ありません。活動を始めるには、説明会への
参加が必要です（ご都合が悪い方は個別の対応も
可能ですのでお問い合わせください）。
日　時：	 3 月14日（火）午前 10 時～ 11 時
場　所：	 町健康管理センター
対　象：	 町内在住の要支援・要介護認定を		
	 受けていない 65 歳以上の方
持ち物：	 筆記用具
申込み：	 3 月10日（金）までに
	 ボランティアセンターへ電話
	 （連絡先 16 面）

対　象：	町内在住の２、３歳のお子さんと保護者
場　所：	町健康管理センター
時　間：	午前 10 時～ 11 時 30 分
	 （9 時 50 分受付開始）
申込み：	開催月の１ヶ月前の１日
	 （休みの場合は翌営業日）
	 ９時より受付定員になり次第締め切り
	 町社協ボランティアセンターへ
	 （連絡先 16 面）
参加費：	対象児 1 人につき 100 円
開催日：	１月25日（水）お正月あそび
	 ２月15日（水）ひな飾り作り
	 ３月15日（水）思い出作品作り・修了式
	 ４月以降については、
	 社協ホームページにて
	 ご確認ください

子育てサロン

壊れたおもちゃをボランティアの
ドクターが診察してくれます。
日　程：	１月２０日（金）・２月１７日（金）・３月１７日（金）
時　間：	午前 10 時～ 12 時
場　所：	町健康管理センター３階
	 地域活動応援ルーム
費　用：	無料（部品代がかかる場合があります）

おもちゃ病院

対　象：	障害のある方とそのご家族
日　程：	３月 26 日（日）
時　間：	午前 10 時～ 12 時
場　所：	町健康管理センター１階多目的ホール
申込み：	２月 27 日（月）９時より受付
	 町社協ボランティアセンターへ（連絡先１６面）
内　容：	ビンゴ大会など
	 詳細が決まりましたら、チラシ、
	 社協ホームページでお知らせします

障がい児者サロン　春

LINE
申込み可

内　容：リズム体操　体幹トレーニング
	 ストレッチ＆リンパケア
会　場：町健康管理センター １階 多目的ホール
日　程：2 月 2 日・16 日・3 月 2 日すべて（木）
時　間：午前 10 時～ 11 時 30 分
参加費：1,000 円※初日に集金
定　員：20 名（先着順）定員になり次第締め切ります
持ち物：ヨガマットもしくはバスタオル、飲み物
	 汗ふきタオル、運動しやすい服装、靴下
講　師：スマイリー健康クラブ
	 原田弘子氏（健康運動指導士）、川城由美子氏
問合せ・申込み：	町社協

やさしいボディコンディショニング＆ピラティスの動きで体幹を整えよう
みんなの健康セミナー

0467（73）7830
平日　午前 9 時～午後 5 時
文字での相談をご希望の方はファクス、メール
をご利用ください。（連絡先は 1 面）

〜ひとりで抱えず、聞かせてください〜
心配ごと相談専用ダイヤル



第176 号

社　協

7 6

介護・福祉の
ことがわかる

〜基礎講座〜３時間３０分
令和４年度介護に関する入門的研修

受講者募集!!

講座修了者には県知事名入りの
修了証が交付されます

参加費無料 未経験・
初心者向け

実施主体：神奈川県　　運営主体：社会福祉法人神奈川県社会福祉協議会
実　　施：社会福祉法人寒川町社会福祉協議会

申し込み ·お問い合わせ

寒川町社会福祉協議会
　電　話 0467-74-7621　　FAX 0467-74-5716
　メール chiiki@samukawashakyo.jp

地域の事業所で活躍する現場のプロ等から、介護に関する
基本的な知識を学べます。 家族の介護のために学びたい人、

定年後の仕事やボランティアを考えている人、学生など、
介護について興味・関心のある方が対象の講座です。

対　　象：	介護について関心のある方
定　　員：	100 名
日　　程：	令和５年２月１１日(土 )午後１時～４時３０分
会　　場：	寒川町健康管理センター・多目的ホール
申込方法：	申込書を郵送、FAX、または窓口まで
	 直接お持ちください。
申込開始：	令和５年１月４日(水 )午前１０時〜
　　　　　※定員になり次第締め切り

先着順
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日 程 · カリキュラム

受講申込書

日程：３時間３０分　定員：100 名　受講料：無料

会場：寒川町健康管理センター・多目的ホール ( 寒川町宮山４０１番地 )

※(個人情報の取り扱いについて)本研修の目的達成以外には個人情報は活用いたしません。

 ２月11日( 土)
午後 1 時〜
4 時 30 分

超高齢社会と介護

介護に関する基礎知識

介護の基本

まとめ

フ リ ガ ナ

性　別 男 · 女氏 　 　 名

生 年 月日 年　齢

住　　所
〒

連 絡 先
電話番号 　　　　　　　　（　　　　　　　）

現 在 の
状 　 況

就業中 · 無職 · その他 (　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 )

就業中の方　業種(　　　　　　　　　　)　勤務形態(　　　　　　　　　　)
応募のきっかけ

感染症への取り組み
研修実施にあたり感染症拡大防止対策として、次の事項を受講される方にもご協力をお願いしています。

〇研修日に健康チェック表を記入し提出 (検温や体調確認等)
〇マスクの着用
〇感染拡大防止の必要に応じて、氏名、連絡先を保健所等の公的機関へ提出

□感染症への取り組み内容を確認しました。( □にチェックを入れてください。)
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介護のプロへの第１歩
令和４年度介護に関する入門的研修

受講者募集!!

全日程修了者には県知事名入りの
修了証が交付されます

参加費無料 未経験者向け 就職相談可

地域の事業所で活躍する現場のプロから、介護に関する
基本的な知識や技術を学べます。 介護の仕事に関心のある、

これから就職を考えている方向けの講座です。

対　　象：	これから地域で介護の仕事につきたいとお考えの方
定　　員：	２０名
日　　程：	令和５年２月２５日(土 )、２６日(日 )、
	 ３月１１日(土 )、１２日(日 )
	 ４日間 (23 時間 )詳細は裏面をご覧ください。
会　　場：	寒川町健康管理センター・多目的ホール
申込方法：	申込書を郵送、FAX、または窓口まで
	 直接お持ちください。
申込期間：	令和５年１月４日(水 )～３１日( 火 )必着
	 締め切り後、介護の仕事をしたい方を優先に選
	 考し、受講の可否をご連絡いたします。

実施主体：神奈川県　　運営主体：社会福祉法人神奈川県社会福祉協議会
実　　施：社会福祉法人寒川町社会福祉協議会

申し込み ·お問い合わせ

寒川町社会福祉協議会
　電　話 0467-74-7621　　FAX 0467-74-5716
　メール chiiki@samukawashakyo.jp
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日 程 · カリキュラム

受講申込書

日程：全４日間 (23時間)　定員：２０名　受講料：無料
会場：寒川町健康管理センター・多目的ホール ( 寒川町宮山４０１番地 )

※(個人情報の取り扱いについて)本研修の目的達成以外には個人情報は活用いたしません。
※ 2 月 8 日(水 )までに受講の可否をご連絡いたします。
　連絡がない場合はお手数ですが、必ずお問い合わせください。

 ２月25 日(土)
  9:00 ～ 16:30

オリエンテーション、介護に関する基礎知識 (1 時間 30 分 )、
介護の基本 (1 時間 30 分 )、基本的な介護の方法① ( ３時間 )

 ２月 26 日(日)
  9:00 ～ 17:00 基本的な介護の方法② (7 時間 )

 3 月 11 日(土)
  9:30 ～ 16:40 認知症の理解 (4 時間 )、障がいの理解 (2 時間 )

 3 月 12 日(日)
10:00 ～ 15:30

介護における安全確保 (２時間 )、振り返り(1 時間 )、
ボランティアについて (20 分 )、就職支援ガイダンス (40 分 ) 修了式

フ リ ガ ナ

性　別 男 · 女氏 　 　 名

生 年 月日 年　齢

住　　所
〒

連 絡 先
電話番号 　　　　　　　　（　　　　　　　）

現 在 の
状 　 況

就業中 · 無職 · その他 (　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 )

就業中の方　業種(　　　　　　　　　　)　勤務形態(　　　　　　　　　　)
応募のきっかけ

感染症への取り組み
研修実施にあたり感染症拡大防止対策として、次の事項を受講される方にもご協力をお願いしています。

〇研修日毎に健康チェック表を記入し提出 (検温や体調確認等)
〇マスクの着用
〇感染拡大防止の必要に応じて、氏名、連絡先を保健所等の公的機関へ提出

□感染症への取り組み内容を確認しました。( □にチェックを入れてください。)



ご参加ください　ご利用ください　催し物・相談等のご案内です
～紙面に掲載したイベント等は、新型コロナウイルスの影響により、中止や延期となる場合があります～

連絡先の記載が無い場合は、町社協へ　☎︎０４６７（７４）７６２１　平日 午前8時30分〜午後5時15分
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対象者：	 町内在住で歩行困難な方
利用料：	 無料
申込み：	 電話か直接窓口で
貸出期間：1日～1ヶ月
※車いすは台数と種類（自走式、介助式）に限り

があるため、ご希望に添えないことがあります。
　例えばこんな時、一時的に利用されています。
　• 足を骨折してしまい、通院のために
　• 電動車いすの修理が終わるまでの間
　• 田舎から高齢の親が泊りにくるので
　以下のような場合、貸し出しできないこと

があります　
　• １ヶ月ごと貸し出しと返却を繰り返して長期に
　利用したい場合
　• ケアマネジャーがついている場合
　• 常時、車いすが必要な場合
　→このような場合には、介護保険や障がい福祉
　　のサービスなどをご検討ください。

一時的に使いたい、急に必要になった
車いすの貸し出し

「成年後見の申し立てって何からや
ればいいの？」

「障がいのある子どもの親亡きあと」「認知症の家族
が心配」など、個別の相談に応じます。
対　象：	 どなたでも
場　所：	 町健康管理センター
申込み：	 前日までに町社協へ要予約
	 １月６日（金）、２月３日（金）
	 ３月３日（金）いずれも
	 午後 1 時～ 3 時、1 人 1 時間まで

～専門家が応対します～
成年後見相談

日　時：	毎月第１土曜日　午前１０時から
場　所：	町健康管理センター
内　容：	寄付による食品を無料で配布
※用意した食品が無くなり次第終了します。

～町内在住の食事にお困りの世帯が対象です～
フードバンクさむかわ

1 月・３月は申請月です
高齢者、障がい児者の紙おむつ代助成

対　象：	町内在住の在宅で高齢者又は障がい児者
		  で常時紙おむつを必要とされている方を
		  現に介護されている同居又は町内在住の
		  世帯（申請者は家族の方になります）
【注意事項】

・申請には必要書類があります。
	 詳細はお問合せ下さい。

・助成の対象は紙おむつ、尿取りパッ
	 トのみです。

・購入した内容のわかるレシート又は
	 領収書の原本が必要です。

・年度に一度提出していただく書類があります
	 高齢者紙おむつ→申請者世帯の生計中心者の課
	 税・非課税証明書（町民税 50,000 円以下）が
	 必要です。
	 障がい児者紙おむつ→療育手帳、障害者手帳
	 が必要です。
※３月の申請月には今年度内（令和４年４月～令和
　５年３月）のレシートの受付が可能です。
	  まだ申請されていない方はお持ちください。
　４月になりますと年度が変わり受付出来ませんので
　ご注意下さい。

　地域福祉推進のために町内で一緒に働きませ
んか。詳細は本会ホームページをご覧ください。
職　　種：保健師又は看護師
雇用形態：正規職員
就業場所：寒川町地域包括支援センター
　　　　　（寒川町役場１階）
要 資 格：保健師又は看護師
採用時期：令和５年４月予定（応相談）
試 験 日：令和５年 2 月 1 日（水）
※詳細は、本会ホームページやハローワーク窓
口にてご確認ください。

正規職員を募集します 求　人

対　象：	近隣の方、どなたでも
場　所：	寒川もくせいハイツ第 2 集会所
	 （岡田 7 － 1 広田酒店向かい）
参加費：	1 人 100 円
内　容：	おしゃべりしましょう
申込み：	当日の午前中までに、地域包括支援
	 センターへお電話ください（連絡先は16面）
開催日：	すべて時間は、午後 2 時～ 3 時 30 分
	 1 月 27 日（金）、　2 月 24 日（金）、
	 3 月 24 日（金）

～認知症の理解を深めるために～
こすもすカフェ
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今
年
も
「
寒
川
町
福
祉
作
文
コ
ン
ク
ー
ル
」

を
実
施
し
、
た
く
さ
ん
の
作
文
を
ご
応
募
い
た

だ
き
ま
し
た
。
小
学
生
の
部
２
７
４
編
、
中
学

生
の
部
３
６
５
編
の
応
募
作
品
か
ら
、
小
学
生

の
部
15
編
、
中
学
生
の
部
20
編
を
優
秀
作
文
と

し
て
選
ば
せ
て
い
た
だ
き
、
数
編
を
「
第
45
回

神
奈
川
県
福
祉
作
文
コ
ン
ク
ー
ル
（
応
募
総
数

５
，
６
１
１
編
）」
に
応
募
し
た
と
こ
ろ
、
次
の

3
名
の
方
が
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　
小
学
生
の
部

　
優
秀
賞

小
谷
小
学
校　
　

五
年　

大
木 

望
愛
さ
ん

「
障
害
者
と
私
」

　
準
優
秀
賞

一
之
宮
小
学
校　

四
年　

古
屋 

柚
季
さ
ん

「
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
か
ら
学
ん
だ
『
福
祉
』」

　
中
学
生
の
部

　　
優
秀
賞

旭
が
丘
中
学
校　

三
年　

中
島 

心
寧
さ
ん

「
自
分
に
で
き
る
こ
と
」

　

ま
た
、
優
秀
作
文
を
「
福
祉
作
文
集
」
と
し

て
ま
と
め
ま
し
た
。
町
健
康
管
理
セ
ン
タ
ー
に

て
お
配
り
し
て
お
り
ま
す
。

　

こ
こ
で
は
福
祉
大
会
で
発
表
し
て
い
た
だ
い

た
作
品
と
当
日
の
様
子
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

　
小
学
生
の
部

　
　

が
ん
ば
れ
「
見
え
な
い

  

と
こ
ろ
で
助
け
る
」 

小
谷
小
学
校
　
五
年

井
上
　
総
一
郎

　

ぼ
く
が
習
い
事
に
向
か
う
と
き
の
電
車
に
は

最
近
、
お
な
か
の
大
き
い
女
の
人
が
乗
っ
て
く
る

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
そ
の
人
は
優
先
席
に
す

わ
っ
て
い
ま
す
が
、
そ
こ
が
空
い
て
い
な
い
と
ふ
つ

う
の
人
が
す
わ
る
席
に
す
わ
ろ
う
と
し
ま
す
。

し
か
し
マ
ー
ク
が
つ
い
て
い
る
の
に
も
か
か
わ
ら
ず

だ
れ
か
ら
も
ゆ
ず
ら
れ
な
か
っ
た
り
、
す
わ
れ
た

と
し
て
も
と
な
り
の
人
に
め
い
わ
く
そ
う
に
見
ら

れ
た
り
す
る
こ
と
が
多
い
気
が
し
ま
す
。

　

ぼ
く
は
、
そ
の
女
の
人
は
、
い
や
な
こ
と
を
し

て
い
る
わ
け
で
は
な
い
の
に
、
冷
た
い
目
で
見
ら

れ
る
の
は
か
わ
い
そ
う
だ
と
思
う
し
、
そ
れ
は
ち

が
う
と
思
い
ま
し
た
。
女
の
人
も
、
つ
ら
い
お
も

い
を
し
て
い
る
は
ず
で
す
。
ぼ
く
は
そ
ん
な
、困
っ

て
い
る
人
た
ち
を
は
げ
ま
し
た
り
、
応
援
し
た

く
な
り
ま
し
た
。
だ
か
ら
と
い
っ
て
自
分
に
で
き

る
こ
と
は
あ
る
の
で
し
ょ
う
か
。
ぼ
く
は
だ
れ
で

も
で
き
る
よ
う
な
こ
と
を
考
え
ま
し
た
。
す
る

と
募
金
を
思
い
つ
き
ま
し
た
。
募
金
は
見
え
な

い
と
こ
ろ
で
活
動
し
ま
す
が
『
人
を
助
け
る
た

め
に
す
る
』
と
い
う
目
的
は
か
わ
ら
な
い
と
思
い

ま
す
。
自
分
は
今
ま
で
赤
い
羽
根
募
金
な
ど
は
、

「
羽
を
も
ら
い
た
い
」
と
い
う
思
い
も
あ
っ
て
募

金
し
て
い
た
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
こ
れ

か
ら
は
、
羽
を
も
ら
え
な
い
募
金
で
も
き
ち
ん

と
募
金
で
き
る
よ
う
に
し
た
い
で
す
。

　

ま
た
、
今
以
上
に
あ
い
さ
つ
を
が
ん
ば
っ
て
、

た
く
さ
ん
の
人
と
仲
良
く
な
り
た
い
で
す
。
そ

し
て
、
そ
の
人
が
ど
の
よ
う
な
人
な
の
か
を
知
っ

て
、
困
っ
て
い
る
と
こ
ろ
を
見
か
け
た
ら
、
よ
り

良
い
よ
う
に
助
け
た
り
手
伝
っ
て
あ
げ
た
り
し
た

い
で
す
。
ま
た
、
は
ず
か
し
く
て
も
、
友
達
な

ど
と
協
力
し
て
手
伝
え
ば
心
強
い
の
で
、
友
達

を
ふ
や
す
こ
と
も
大
切
だ
と
思
い
ま
す
。

福
祉
作
文
に
つ
い
て
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「
障
害
者
と
私
」 

小
谷
小
学
校
　
五
年

大
木 

望
愛

　

私
は
、
習
い
事
の
日
に
電
車
の
ホ
ー
ム
で
い
す

に
す
わ
っ
て
い
る
と
、
あ
る
女
性
の
方
が
私
の
前

を
困
っ
た
顔
で
通
っ
た
の
で
、
思
い
切
っ
て
話
し
て

み
ま
し
た
。

　
「
何
か
困
り
事
で
も
あ
り
ま
す
か
。」
そ
う
聞

く
と
女
性
は
あ
る
物
を
私
に
見
せ
ま
し
た
。
そ

こ
に
は
、「
耳
が
聞
こ
え
ま
せ
ん
。」
と
書
い
て

あ
る
マ
ー
ク
が
あ
り
ま
し
た
。
な
の
で
私
は
、バ
ッ

ク
か
ら
メ
モ
と
ペ
ン
を
出
し
ま
し
た
。
そ
こ
に
私

は
、「
困
り
事
が
あ
る
な
ら
、
こ
こ
に
書
い
て
く

だ
さ
い
。」
と
メ
モ
に
書
き
ま
し
た
。
す
る
と
、

女
性
は
、
メ
モ
に
書
き
ま
し
た
。「
海
老
名
市
に

あ
る
イ
オ
ン
に
行
き
た
い
の
で
す
が
。」
と
、
メ

モ
に
書
い
て
あ
っ
た
の
で
見
て
み
る
と
、
た
ま
た

ま
習
い
事
で
行
く
場
所
で
し
た
。
な
の
で
、
い
っ

し
ょ
に
乗
っ
て
海
老
名
市
に
む
か
っ
て
い
ま
し
た
。

す
る
と
、
女
性
が
メ
モ
に
書
き
ま
し
た
。
見
て

み
る
と
、「
私
を
助
け
て
く
れ
て
あ
り
が
と
う
。

私
が
困
っ
て
る
っ
て
よ
く
分
か
っ
た
ね
。
ど
う
し

て
、
分
か
っ
た
の
？
」
と
、
聞
か
れ
た
の
で
、「
あ

な
た
が
困
っ
た
顔
で
私
の
前
を
通
っ
た
の
で
、
こ

の
ま
ま
に
し
て
お
く
の
は
良
く
な
い
な
っ
と
思
っ
た

の
で
話
し
か
け
ま
し
た
。」
と
、
私
は
答
え
ま
し

た
。
女
性
は
私
の
顔
を
見
て
メ
モ
に
、「
あ
り
が

と
う
。」
と
、
書
き
ま
し
た
。
そ
う
し
て
、
メ

モ
で
や
り
と
り
を
し
て
い
る
間
に
、
海
老
名
市
に

つ
い
た
の
で
、
海
老
名
駅
か
ら
、
イ
オ
ン
ま
で
案

内
し
て
あ
げ
ま
し
た
。
海
老
名
市
の
イ
オ
ン
に
つ

い
た
の
で
、「
こ
こ
が
海
老
名
市
に
あ
る
、
イ
オ

ン
で
す
よ
。」
と
、
メ
モ
で
伝
え
ま
し
た
。
す
る

と
、
女
性
が
メ
モ
に
、「
本
当
に
あ
り
が
と
う
。

あ
な
た
の
事
は
、
ぜ
っ
た
い
に
わ
す
れ
な
い
」
と
、

書
き
ま
し
た
。
そ
の
後
、
女
性
は
笑
顔
で
イ
オ

ン
の
中
へ
入
っ
て
行
き
ま
し
た
。
そ
の
し
ゅ
ん
間
、

私
は
、「
人
を
助
け
る
っ
て
こ
ん
な
に
大
切
な
ん

だ
な
」
と
、
思
い
ま
し
た
。

　

私
は
、
こ
の
経
験
か
ら
、
困
っ
て
い
る
人
が
い

た
ら
、
耳
が
不
自
由
な
人
に
か
ぎ
ら
ず
、
家
族
、

友
達
も
助
け
て
あ
げ
た
い
な
と
、
思
い
ま
し
た
。

　
中
学
生
の
部

「
祖
父
と
の

  

か
け
が
い
の
な
い
時
間
」 

寒
川
中
学
校
　
二
年

甲
斐 

莉
杏

　

近
年
で
は
高
齢
化
が
進
行
し
寝
た
き
り
に

な
っ
た
り
、
身
体
が
不
自
由
で
介
護
が
必
要
に

な
り
家
族
や
人
々
が
支
え
あ
う
よ
う
に
な
り
ま

し
た
。
私
は
介
護
を
す
る
中
で
気
を
付
け
な
い

と
い
け
な
い
の
は
、
ま
ず
相
手
の
体
に
気
遣
う

こ
と
、
も
う
一つ
は
精
神
状
態
を
管
理
す
る
こ
と

が
重
要
だ
と
思
い
ま
し
た
。
高
齢
に
な
る
と
身

体
と
心
に
大
き
な
変
化
が
現
れ
ま
す
。
周
囲
の

仲
間
が
徐
々
に
い
な
く
な
り
孤
独
感
が
増
し
て
、

感
情
の
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
が
困
難
に
な
り
ま
す
。
私

は
孤
独
を
あ
ま
り
感
じ
さ
せ
な
い
よ
う
に
す
る

に
は
、
家
族
や
他
者
と
の
会
話
が
相
手
に
と
っ
て

と
て
も
う
れ
し
い
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。
些
細
な

こ
と
を
話
す
こ
と
に
よ
っ
て
、
孤
独
感
は
消
え
て

い
く
と
思
い
ま
す
。
介
護
は
身
体
の
お
世
話
だ

け
で
な
く
心
の
ケ
ア
な
ど
を
行
う
こ
と
に
よ
り
、

相
手
が
よ
り
良
い
気
持
ち
に
な
れ
る
と
思
い
ま

す
。

　

私
が
介
護
に
関
心
を
持
っ
た
の
は
小
学
生
の

夏
、
祖
父
母
の
家
に
遊
び
に
行
っ
た
時
、
突
然
祖

父
が
倒
れ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
私
は
い
き
な
り

起
き
た
こ
と
に
と
て
も
び
っ
く
り
し
て
不
安
で
し

た
。
祖
母
と
母
が
心
臓
マ
ッ
サ
ー
ジ
を
し
て
い
る
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間
、
私
は
ほ
か
の
家
族
に
連
絡
し
、
外
に
出
て

救
急
車
を
誘
導
し
ま
し
た
。
家
族
の
連
携
で
祖

父
は
一
命
を
取
り
留
め
ま
し
た
。
そ
の
時
、
祖

母
と
母
の
行
動
は
す
ご
い
と
思
い
ま
し
た
。
私
は

あ
の
時
も
っ
と
自
分
に
で
き
る
こ
と
は
な
か
っ
た

の
か
な
と
考
え
ま
し
た
。
突
然
人
が
倒
れ
た
時

私
は
救
急
車
に
連
絡
し
た
後
、
倒
れ
た
人
に
優

し
く
声
を
か
け
て
励
ま
す
こ
と
を
こ
れ
か
ら
や
っ

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
し
た
。
も
し
私
が
こ
の
よ

う
な
状
況
だ
っ
た
ら
何
も
で
き
な
い
ま
ま
で
は
な

く
、
何
か
で
き
る
こ
と
を
探
し
て
助
け
た
い
で

す
。
何
も
で
き
な
か
っ
た
ら
き
っ
と
私
は
後
で
後

悔
し
て
し
ま
い
ま
す
。
そ
う
な
ら
な
い
た
め
に
も

今
か
ら
で
も
Ａ
Ｅ
Ｄ
の
使
い
方
や
救
命
の
技
術
を

学
ん
で
い
き
た
い
で
す
。

　

祖
父
は
倒
れ
た
そ
の
日
か
ら
家
の
ベ
ッ
ド
に
い

る
時
間
が
長
く
な
り
ま
し
た
。
ベッ
ド
に
い
る

事
が
長
い
け
ど
、
あ
ま
り
日
常
生
活
に
は
支
障

が
あ
り
ま
せ
ん
。
め
っ
た
に
会
う
機
会
が
な
い
の

で
限
ら
れ
た
時
間
の
中
、
私
は
日
常
生
活
や
学

校
で
起
き
た
こ
と
な
ど
の
話
題
を
話
し
て
い
ま

す
。
そ
の
話
の
中
で
祖
父
は
し
っ
か
り
私
の
話
に

耳
を
傾
け
て
く
れ
て
う
れ
し
い
で
す
。

　

祖
父
の
身
体
に
配
慮
し
て
家
の
中
で
は
生
活

し
や
す
い
よ
う
に
、
例
え
ば
す
べ
り
や
す
い
廊
下

は
マ
ッ
ト
を
敷
い
た
り
、
廊
下
に
手
擦
り
を
つ
け

た
り
と
身
体
に
負
担
が
な
い
よ
う
な
こ
と
を
し
て

い
ま
す
。
こ
れ
は
町
中
で
も
同
じ
よ
う
に
電
車

の
中
で
は
優
先
席
を
置
く
こ
と
で
体
の
不
自
由

な
人
た
ち
の
た
め
に
な
っ
た
り
す
る
の
で
、
電
車

の
中
で
は
席
を
ゆ
ず
る
こ
と
を
心
が
け
た
い
と
思

い
ま
す
。
ほ
か
に
も
車
椅
子
を
使
用
し
て
い
る

人
の
た
め
に
、
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
の
ボ
タ
ン
の
位
置
を

低
く
し
た
り
、
段
差
を
上
る
の
が
困
難
な
人
な

ど
が
使
い
や
す
い
よ
う
に
通
路
や
出
入
り
口
な
ど

に
ス
ロ
ー
プ
が
つ
い
て
い
る
こ
と
で
高
齢
者
の
方
た

ち
が
住
み
や
す
い
環
境
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

介
護
を
す
る
中
で
大
切
な
の
は
二
つ
あ
っ
て
、
一

つ
目
は
相
手
を
思
い
や
る
こ
と
が
大
切
だ
と
知

り
ま
し
た
。
相
手
の
気
持
ち
を
尊
重
す
る
こ
と

で
、
相
手
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
か
ら
で
す
。
二

つ
目
は
会
話
を
す
る
こ
と
が
大
事
だ
と
知
り
ま

し
た
。
些
細
な
会
話
だ
け
で
も
そ
の
時
間
が
と

て
も
楽
し
く
感
じ
ら
れ
た
か
ら
で
す
。
私
は
祖

父
母
と
の
限
ら
れ
た
時
間
の
中
、
自
分
の
行
動

で
後
悔
し
た
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

介
護
と
は
大
切
な
時
間
を
大
切
な
人
と
よ
り

多
く
作
る
こ
と
が
、
改
め
て
大
事
な
ん
だ
と
実

感
し
ま
し
た
。

「
そ
の
人
ら
し
く
生
き
る
を

　
支
え
る
福
祉
と
は
」 

寒
川
中
学
校
　
二
年

齋
藤 

真
奈

　

私
は
今
ま
で
福
祉
の
事
や
福
祉
に
関
わ
る
取

り
組
み
や
活
動
を
行
っ
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
が
、

私
の
身
近
な
家
族
に
は
七
〇
歳
以
上
の
お
じ
い

ち
ゃ
ん
や
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
が
居
ま
す
。
父
親
方
お

父
さ
ん
と
お
母
さ
ん
で
す
。
母
親
の
方
の
両
親

も
七
〇
歳
を
過
ぎ
て
仕
事
を
し
た
り
七
〇
代
と

思
え
な
い
ほ
ど
元
気
で
す
。
そ
の
反
面
風
邪
を

ひ
い
た
り
し
て
病
院
に
行
っ
て
み
る
と
同
じ
年
齢

と
思
わ
れ
る
人
も
、
年
齢
よ
り
若
く
見
え
た
り
、

す
ご
く
年
寄
り
に
感
じ
る
人
が
い
ま
す
。
そ
こ

で
お
母
さ
ん
は
訪
問
看
護
の
仕
事
を
し
て
い
る
こ

と
か
ら
い
ろ
い
ろ
と
話
を
聞
か
せ
て
も
ら
い
ま
し

た
。

　

訪
問
看
護
は
地
域
で
病
気
や
障
害
を
持
っ
て
い

る
人
た
ち
の
お
宅
に
訪
問
し
て
そ
の
人
ら
し
く

生
活
し
て
い
る
事
を
支
援
し
て
い
る
そ
う
で
す
。

私
は
「
そ
の
人
ら
し
く
過
ご
す
」
と
は
ど
う
い

う
こ
と
な
の
か
疑
問
に
思
い
ま
し
た
。

　

例
え
ば
認
知
症
と
い
う
病
気
を
抱
え
て
い
る

人
が
そ
の
人
ら
し
く
過
ご
す
た
め
に
何
が
必
要

か
を
考
え
て
み
ま
し
た
。
認
知
症
と
は
認
知
機

能
が
低
下
し
て
日
常
生
活
や
社
会
生
活
に
支
障

を
き
た
す
こ
と
を
い
い
ま
す
。
認
知
症
と
は
高

齢
者
が
な
る
病
気
だ
と
思
わ
れ
て
い
ま
す
が
、
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私
の
お
父
さ
ん
や
お
母
さ
ん
く
ら
い
の
年
齢
の
人

も
な
る
病
気
だ
そ
う
で
す
。
私
の
叔
父
は
脳
腫

瘍
と
認
知
症
を
患
い
ま
し
た
。
病
気
が
進
行
す

る
と
認
知
症
の
症
状
が
沢
山
出
現
し
ま
し
た
。

例
え
ば
自
分
の
事
が
自
分
で
出
来
な
く
な
っ
た

り
大
切
な
人
を
忘
れ
て
し
ま
う
よ
う
に
な
り
ま

し
た
。
そ
れ
で
も
家
族
は
嫌
な
顔
を
一つ
も
せ
ず

に
全
力
で
支
え
て
い
ま
し
た
。
最
期
ま
で
叔
父

が
笑
顔
で
過
ご
す
事
が
出
来
る
よ
う
に
病
気
に

向
き
合
い
ま
し
た
。
そ
の
時
私
は
叔
父
が
変
わ
っ

て
い
く
姿
を
見
て
悲
し
い
よ
り
怖
い
と
思
っ
て
い

ま
し
た
。
な
の
で
話
せ
な
か
っ
た
り
逃
げ
て
し
ま

い
ま
し
た
。
今
の
私
な
ら
叔
父
が
大
好
き
だ
っ

た
歌
を
一
緒
に
歌
っ
た
り
話
を
し
た
り
出
来
る
の

で
は
な
い
か
と
思
い
ま
し
た
。
今
も
う
一
度
会
え

る
な
ら
感
謝
の
気
持
ち
を
伝
え
た
い
で
す
。
ど

ん
な
病
気
や
障
害
を
持
っ
て
い
て
も
そ
の
人
ら
し

さ
は
失
わ
れ
な
い
し
大
切
に
し
な
け
れ
ば
い
け
な

い
と
い
う
事
だ
と
思
い
ま
し
た
。
そ
れ
は
福
祉
に

も
同
じ
事
が
い
え
る
と
思
い
ま
す
。
今
私
が
出

来
る
事
は
相
手
の
気
持
ち
を
推
し
量
り
相
手
の

立
場
に
立
っ
て
物
事
を
考
え
ら
れ
る
よ
う
に
す
る

事
だ
と
思
い
ま
す
。
そ
れ
は
相
手
が
大
切
に
し

て
い
る
事
を
理
解
す
る
事
に
つ
な
が
る
と
思
う
か

ら
で
す
。
私
が
も
し
病
気
や
障
害
を
持
っ
た
と

し
た
ら
私
の
存
在
を
忘
れ
な
い
で
い
て
ほ
し
い
し
、

い
つ
も
通
り
接
し
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。
温
か

く
見
守
っ
て
い
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

　

年
齢
や
病
気
・
障
害
に
関
係
な
く
地
域
で
そ

の
人
ら
し
く
過
ご
せ
る
社
会
を
作
っ
て
い
く
た
め

に
は
家
族
だ
け
で
は
な
く
周
囲
の
人
た
ち
の
力

や
支
え
が
必
要
で
す
。
も
っ
と
身
近
な
事
か
ら

目
を
向
け
て
、
行
動
を
起
こ
し
て
い
く
事
が
大

切
だ
と
思
い
ま
し
た
。「
そ
の
人
ら
し
く
生
き

る
」
を
支
え
る
福
祉
が
あ
た
り
前
の
よ
う
に
有

り
続
け
る
地
域
に
な
れ
ば
い
い
な
と
強
く
思
い
ま

す
。

当
日
は
ビ
デ
オ
発
表
も

受賞者集合写真
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こんにちは、
地域包括支援センターです

高齢者のための相談窓口です

寒川町地域包括支援センター（町役場１階）
電話 ０４６７（７２）1294　平日 ８時３０分～17時１５分  
ＦＡＸ ０４６７（７２）5552
メール houkatu@samukawashakyo.jp

　認知症の基礎を学ぶ“認知症サポーター養
成講座”の受講者が年々増えていることから、
その一歩先の講座である“認知症サポータース
テップアップ講座”を開催しています。今年度は、
2 回行いました。多くの方に受講いただき、認
知症への関心の高まりを感じます。認知症は誰

がなってもおかしくないものです。認知症を怖が
り避けるのではなく、正しく知って備えていきましょ
う。認知症になっても笑顔で過ごせるような地域
は、そこに住む一人ひとりが作ります。

認知症地域支援推進員　桜井 愛美

☆認知症になっても地域で生活していくために☆

　令和 4 年 11 月 6 日（日）寒川セントラル
ボウルにて、ボウリング大会を開催しました。
参加した方々は、ボランティアと一緒に和気
あいあいとボウリングを楽しんでいました。
次回は３月に開催予定です。いろいろな世
代の方が一緒に楽しめる内容を企画してい
ます。（詳細は６面）

障がい児者サロン　秋
　　　　　　　　ボウリング大会

ボランティアセンターから
こんにちは！

～ボランティアしたい！ 頼みたい！ を応援します〜 

寒川町社協ボランティアセンター
電話 ０４６７（７２）３７２１　 FAX ０４６７（７２）0277 
メール：vc@samukawashakyo.jp
〒253 -0106 寒川町宮山401 町健康管理センター

編集後記
　新年、明けましてお
めでとうございます。
今 号 は全１6 ページ
と内容盛りだくさんと
なっております。福祉
作文の特集からは、小
中学生の福祉に対す
る様々な思いが伝わっ
てきますね。本年も、
皆様に役立つような福
祉や社協の情報をお届
けしていきます。どうぞ
よろしくお願
いいたしま
す。

「金員」「金属付の入れ歯」「金属製のアクセサリー」
「未使用ハガキ、未使用切手、書き損じはがき」「不要なパソコン」町社協へお寄せください！

(*^-^*) 善意のこころ事業～寄付や物品回収で地域福祉を支える～第 6 回

もっと身近に
町社協

ハガキ、未使用切手
町社協に回収ボックスあ
り。換金等で地域福祉
活動の財源に！

マックスバリュ黄色いレシートボックス（寒川中瀬店　店舗内）
町社協へのレシートの枚数・金額で地域福祉活動の物品の寄贈に！

入れ歯、アクセサリー
町社協に回収ボックスあ
り。金属部分から生まれ
る収益金が復興支援や
地域福祉の財源に！

不要パソコン
障がい者の就労支援事
業所へ渡します。パソコ
ンの再資源化（リサイクル）
につながる取り組みに！

募金箱の設置
町内の店舗等のご協力
で設置していただいて
いる募金箱で地域福祉
を応援！

募金箱の貸出し
チャリティー活動等に活
用できる募金箱を貸し出
します。寄付文化の啓発！

寄附金品
「こんなことに使って欲し
い」寄付者のご意向に
沿った事業の財源に！


